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東京福祉大学・大学院 内部質保証の方針について  

 

東京福祉大学・大学院において「内部質保証」とは、本学の「建学の精神」に基づく教育

理念の実現に向け、本学における教育研究活動等について恒常的に自己点検・評価を行い、

その結果を検証し、この検証結果に基づき改善と向上に努め、本学の教育研究の質が適切な

状態・水準にあることを自らの責任において説明・保証する継続的なプロセスのことをいう。 

東京福祉大学における「内部質保証」を恒常的に機能させることを目的として、内部質保

証の方針及び組織体制を以下に定める。 

 

1． 内部質保証の基本方針 

東京福祉大学・大学院は、「建学の精神」に基づく教育理念の実現と教育目標の達成のた

めに、自主的・自律的に自己点検・評価によって内部質保証を推進し、内部質保証を推進す

るための組織体制と手続きを整備し、その運用を通じて PDCA（計画、実行、評価、改善）

サイクルを確立し、教育研究活動について質の向上を図る。 

 

2．内部質保証を推進するための組織体制 

東京福祉大学・大学院全学における内部質保証の推進に最終的な責任を負う組織は、学⾧

を議⾧とする「教育研究評議会」とするが、自己点検・評価を基盤として内部質保証を推進

し、内部質保証における客観性と適切性を担保するため、自己点検・評価委員会が業務管理

室とともに大学全体の教育研究活動等についての適切性・有効性を検証し、この自己点検・

評価委員会と業務管理室による検証結果の報告を踏まえ「教育研究評議会」によって恒常的

かつ継続的に教育研究活動の改善を実施する。 

 

3．内部質保証の推進に関連する学内の組織と手続き 

（1）教育研究評議会 

全学における内部質保証推進組織として位置づけられ最終的な責任を負う。本学の方針、

計画策定、計画の促進、自己点検・評価委員会と業務管理室による検証結果を踏まえた教育

研究に関する改善計画の策定を行う。 

各学部・研究科単位及び各委員会・専門部会からの教育研究活動より得られた課題や改善

等は教育研究評議会に集約される。この課題等については、大学全体の教育研究活動等を改

善するために教育研究評議会において審議され、方針や改善策等が決定される。決定された

事項は学⾧指示のもと、各学部・研究科単位及び各委員会・専門部会にフィードバックされ、

PDCA サイクルが機能する。 

 

（2）自己点検・評価委員会と業務管理室 

全学の自己点検・評価の実施及び取りまとめを行う機関である。各学部・研究科単位及び
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各委員会・専門部会により提出される自己点検・評価報告書をもとに点検・評価を行い、「自

己点検・評価報告書」を大学全体として取りまとめ、教育研究評議会に報告する。 

 

（3）教授会、研究科委員会、各委員会・専門部会等 

各学部・研究科単位及び各委員会・専門部会において、定期的な自己点検・評価を行う。

また、教育研究評議会において決定された方針や改善策等が決定された事項は学⾧指示の

もと、各学部・研究科単位及び各委員会・専門部会にフィードバックされるので、各学部・

研究科単位及び各委員会・専門部会における教育の質の確保、向上に資する取組へと繋げる。 

 

以 上 


